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研究成果の概要（和文）：11～13 世紀に、中国西北部のユーラシア大陸の東西を結ぶ交易路を

支配していた西夏王国が実施していた交通制度、特に西夏の公的な使者が所持していた身分証

（符牌）の制度について、西夏時代の遺跡から出土した西夏語の文献を用いて研究を行なった。

本研究によって、西夏の身分証の制度のいくつかが、前近代の中央ユーラシア諸国家の制度と

共通している点があること、またいくつかの制度には西夏独自のものもあることが明らかにな

った。 
 
研究成果の概要（英文）：The Xixia (Tangut) dynasty whose court was in the northwestern 
part of China during the 11-13rd centuries, and controlled the trade routes connecting 
East and West. This study, using by Tangut documents excavated at a ruin of the Xixia 
dynasty, researches the traffic system, particularly the rules for official messenger 
passports (paitza, tally, etc.). I have made clear that some rules were common to the 
pre-modern Central Eurasian states, and some of them had the Xixia individual style.  
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１．研究開始当初の背景 
20 世紀初頭、ロシアの探検隊によって内

モンゴルのカラホト遺跡から発見、収集され
た西夏王国の文献（多くは西夏語で書かれ
る）は、近年ようやく整理・公開されるよう
になった。また、西夏語の研究や解読が進展
したことにより、西夏語の法令集『天盛改旧
新定禁令』（以下、『天盛禁令』）を用いた
西夏王国の諸制度の研究が中国から多数発

表されるようになった。本研究代表者もこれ
まで、この法令集を主に用いて、西夏政府が
ユーラシア大陸間の東西貿易（いわゆる、シ
ルクロード貿易）を担う商人に優遇策を講じ
る法令を設けていたこと、王族や官僚も貿易
活動に関与していたことなどを明らかにし
てきた。こうした活動を支えるべく、支配地
域の大部分を砂漠地帯が占める領域内を、商
人や外交使節が円滑かつ安全に移動するた
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めに、西夏政府は周到な交通制度を整備して
いたはずであると考え、法令集の交通制度に
関する条文を用いた研究を着想した。 
前述のように、この法令集を用いた研究論

文は、中国から多数発表されている。だが、
それらは言語学者が解読した中国語訳を全
面的に信頼し、関連する法令条文を列挙した
にすぎないうえ、その中国語訳には、誤訳が
少なからず存在している。そうした誤訳の原
因の多くは、中国語訳が旧ソ連時代のロシア
から発表された不鮮明なテキストの写真版
に依拠していたことにある。 
さらに、本研究代表者は、ロシアの所蔵機

関で『天盛禁令』のテキストの現物を調査し
たところ、既刊の写真版には掲載されていな
いテキストが存在することを発見し、『天盛
禁令』を扱うにあたっては、テキストをロシ
アで実見調査のうえで解読し直す必要があ
ると考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究課題は、西夏の法令集『天盛禁令』

の条文のうち、交通制度に関連するものを解
読のうえ内容を分析することによって、制度
の体系を明らかにし、さらに近年ロシアから
新たに公開されたカラホト遺跡出土の西夏
時代の行政文書を解読・内容を分析すること
によって、西夏政府が法令で定めた制度が、
実際の現場ではどう運用されていたか検証
することを目指した。その中でも特に、駅伝
制度や、旅行者が携行する通行証（符牌）に
はどのような種類があり、それぞれの符牌が
どのように使い分けられていたのかを解明
することに研究の重点を置いた。 
西夏は、チベット系の遊牧民タングート人

によって建てられた国家である。本研究課題
では、交通制度の面で前近代中央ユーラシア
の遊牧国家（遼帝国・モンゴル帝国など）と
共通点があるかどうか、あるいは東の中華王
朝（宋王朝など）の制度をまねたものである
のか、あるいは周辺諸国家とは異なる西夏独
自の制度であったのかを明らかにすべく、西
夏の交通制度を当時の東アジア・中央ユーラ
シア諸国家の制度と比較し、各国の制度とど
の程度共通点があるのか明らかにすること
目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究課題で扱う法令集『天盛禁令』や西

夏の行政文書はいずれも、ロシア科学アカデ
ミー東方文献研究所（サンクト=ペテルブル
ク市）に所蔵されている。前述のように、従
来の『天盛禁令』を用いた研究が依拠してい
る中国語訳は、不鮮明な写真版に基づいて解
読しているために誤読を犯していること、写
真が公刊されていないテキストもあること
から、2010 年 2 月に同研究所でテキストの

実見調査のうえ解読、内容の分析を行なった。 
また、交通制度に関連する行政文書も、一

部の写真版が公刊されているが、ほとんどが
モノクロ画像で、文書の発信者を特定するた
めに重要な朱書きや朱印を読み取ることが
できない。そのため、2011 年 7～8 月に同研
究所で行政文書の実見調査を行なった。 
そして、法令集と行政文書の内容を比較す

ることにより、交通制度の運用の実態に迫っ
た。また、前近代中央ユーラシア遊牧国家や
東アジア諸国家の交通制度については、先行
研究が多数あることから、それら先行研究に
よって明らかにされている制度と西夏の制
度との比較を行なった。 
 
４．研究成果 
（1）法令集『天盛禁令』交通制度関連条文

のテキスト実見調査、及び条文の訳注作
業 

ロシア科学アカデミー東方文献研究所が
所蔵する法令集『天盛禁令』の交通制度に関
連する条文のテキストを調査した結果、既刊
のテキスト写真版には収録されていない当
該条文の断片が存在すること、既発表のロシ
ア語訳や中国語訳が、不鮮明な写真版からの
判読を行なったために起因するとみられる
誤読や、一部の条文の存在を見落としている
ことが明らかになった。調査結果に基づいて、
『天盛禁令』巻 13 の符牌制度に関する条文
群の西夏文録文を作成し、改めて原文からの
読み直しを行い、条文群の邦訳と訳注を、「西
夏法令集『天盛禁令』符牌関連条文訳注」と
題して、学術雑誌『西北出土文献研究』に 2
度にわたって発表した。紙幅の都合上、同誌
で掲載できなかったテキストの西夏文録文
については、2012年 3月に、本研究課題の冊
子体の報告書を作成してそこに掲載し、内外
の西夏史研究者等に配布した。『天盛禁令』
の条文は、これまで中国語とロシア語の全訳
が発表されているが、本研究課題の遂行によ
って、従来の全訳にはなかった、解釈の根拠
を示した注釈を詳細に施し、現時点で世界最
高水準の校訂テキストを提示することがで
きた。 
 

（2）『天盛禁令』条文中に現れる符牌制度の
解明 

『天盛禁令』の交通制度に関する条文の中
には、西夏の中央政府が派遣する使者が身分
証あるいは通行手形のような物を所持して
おり、テキスト原典の西夏文では、それらが
複数種の西夏語で表現されている。従来の
『天盛禁令』中国語訳では、西夏語の表現が
それぞれ異なるにもかかわらず、それらを
「符牌」と区別せずに訳出する一方、ロシア
語訳では、西夏語の表現ごとに異なる訳出を
行なっており、解釈に混乱が見られる。 



 

 

そこで、本研究課題では、異なる表現を持
つ使者の所持物がそれぞれどのようなもの
であるのか、『天盛禁令』条文中に現れる用
途や機能から類別ができるかどうか分析を
行なったところ、次のような類別を行なうこ
とができた（なお、この報告書では西夏文字
を表記できないため、最も近い語義の漢字に
置き換えて表記することにする）。 

 
①「牌」：使者一般が所持するもので、「銀

牌」「鍮牌」などの種類がある。旅行の
途上で騎乗するための駄獣を調達でき
る通行手形としての機能を有していた。 

②「符」：挙兵の伝達を行う使者が所持す
る身分証であり、「符」単独では駄獣を
調達することはできず、「牌」を同時に
携行する必要があった。 
さらに「符」には、 
a）中央政府から地方の軍管区の役所
へ挙兵の知らせを伝達する際に用い
るもの 

b）地方の軍管区から管轄下の軍団に
挙兵の知らせを伝達する際に用いる
もの 

c）宮中で働く者が使者として派遣さ
れる場合に持つ「刀符」と呼ばれる
もの 

以上の 3 種類があることが明らかにな
った。 

③「鉄の矢」：皇帝側近の者が所持してい
た身分証であり、使者として派遣され
る場合にこれを携行すると、少なくと
も「牌」と同等の機能を有していた。 

 
このほか、「牌」を所持する使者は、「牌」

を所持しているだけでは、道中で騎乗用の駄
獣を得ることはできず、別に「頭子」とよば
れる文書を携行する必要があったこと、いわ
ゆる「宿駅」以外の場で、道中の所有者から
も駄獣を調達することが可能であったこと
等が明らかになった。 
以上の考察結果は、“Study of Messenger 

Passports in the Xixia Dynasty”と題して、
2012 年 6 月にロシアから刊行される予定の
論 文 集 Tanguts in Central Asia in 
pre-Mongol Age に、英文で掲載される予定
である。 
 
（3）行政文書の解読による符牌制度の実態

の解明 
（2）で分析した法令が、実際に規定通り

に運用されていたのか検証するため、行政文
書群の解読を行なった。行政文書は難解な草
書体の西夏文字で書かれており、その解読に
時間を要したうえ、文書を所蔵するロシア科
学アカデミー東方文献研究所で閲覧請求し
たところ、多くの文書の行方がわからないこ

とが判明した。このため、当初の計画よりも
少ない数の文書を調査するにとどまったが、
次のようなことが明らかになった。 

 
①中央政府から地方へ派遣された使者、な
らびに地方へ赴任した官僚が、法令集の規
定通りに、「牌」と同時に「頭子」を所持
して旅行していた。 

②「牌」には、法令集に現れる「銀牌」や
「鍮牌」のほかにも、「金牌」が存在して
おり、高位高官が所持していた。 

③文書の内容や書式の分析から、駅伝に供
される駄獣のリストと従来考えられてい
た文書が、軍籍（軍団に所属する兵士や所
持している軍馬・甲冑のリスト）であるこ
とが判明した。 

 
以上の考察結果のうち、①②については、

2012年に「西夏末期黒水城的状況―従両件西
夏文文書談起」と題して、中国の学術雑誌『西
夏研究』に、中国文で掲載される予定である。 
 

（4）他の東アジア・中央ユーラシア諸国家
の制度との比較 

（2）（3）の成果で得られた、西夏の使者
が携行する「符」や「牌」等の使用方法（符
牌制度）が、同時代ないし前後の時代の東ア
ジア・中央ユーラシア諸国家の制度と比較し
て、どの程度共通性を有しているのか、どの
ような特徴を有しているのかを比較考察した
ところ、以下のようなことが判明した。 

 
①通行手形である「牌」を所持する旅行者が、
「頭子」とよばれる文書を同時に携行する
ことにより、初めて道中で駄獣を調達でき
るという仕組みは、西夏と同時代の宋王朝
や、前時代の唐王朝では存在が確認されて
おらず、西夏を滅ぼしたモンゴル帝国には
存在する。 

②中央政府から地方に挙兵を知らせる使者
の身分証として用いる「符」は、西夏のみ
ならず東アジアの各王朝にも存在してい
たが、地方の軍管区から管轄下の軍団に挙
兵を知らせる際に使者が「符」を携行する
制度は、西夏のみで確認される。 

③西夏の皇帝の側近の者が使者として派遣
される際に携行する「鉄の矢」のように、
国家の首長の使者であることを証明する
ために矢を携行する制度は、5～10世紀の
中央ユーラシア遊牧民によって建てられ
た諸国家では一般的に行われており、西夏
の「鉄の矢」は、そうした中央ユーラシア
諸国家の制度を踏襲したものと言える。 

 
以上の考察結果は、前掲英文論文“Study 

of Messenger Passports in the Xixia 
Dynasty”に掲載したほか、2012年3月に学習



 

 

院大学で開催された「遼金西夏史研究会第12
回大会」のシンポジウムで報告した。 
 
 
本研究課題では、西夏の交通制度、特に符

牌制度に注目して、関連する文献の調査や考
察を行なった。その結果、この国独自の制度
がみられる点があるものの、西夏の前時代の
中央ユーラシア諸国家の影響を受けている
側面も少なからず見られ、西夏を滅ぼしてユ
ーラシア大陸に史上空前の大帝国を築いた
モンゴル帝国に受け継がれていた制度も存
在していたことを明らかにすることができ
た。 
従来の西夏の制度史研究のほとんどは、同

時代ないしは前後の時代の制度との比較を
行なわない、あるいは西夏の東の隣国であっ
た中国の宋王朝・金王朝の制度との比較にと
どまるものであったが、中央ユーラシア諸国
家の交通制度との類似性を指摘した本研究
課題の成果は、従来の研究にはなかった新し
い視座を提示することとなった。 
そして、本研究課題の成果は、西夏王国の

存在が中央ユーラシア・東アジア史の流れの
中にどのように位置づけられるか、すなわち
西夏王国が東の中華王朝を模倣した国家な
のか、中央ユーラシア遊牧国家の流れを汲む
国家であったのか、あるいはその両方を兼ね
備えた国家であったのか、国家像を制度史の
観点からとらえ直す新たな事例を示すこと
ができた。 
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